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本箸は総論及び各論からなり. 234頁に亘る労作であり， 中41図版を有し，英文で

書かれ和文摘要が附されている.

総論は本箸の待徴的な部分であり， r輸藻績の研究奥」に始まり， r地理里的分布」の項

では日本のものをアジヤ諸闘と比較して論じ， r生態拳的考察」ではこの類の生育する池

沼型の分類，その水の物理的・化準的性質，土壌的要素，生物的要素を論じている。叉「輪

藻類の有用性jの項に於て，フラスモ廊の生育している水には蚊の還を生のタない事，生物象

の賀験材料としても優れている事等が競かれている。叉， r分類上の位置及びその分類系J

に於て，著者は種キの概識から，論議綴は簿類に非常に近い濁立したー箇c軍事であると考

むその分類法は J.GROVES氏に擦り，夏に新しい怠見を加えて之を行っている。夏に

叉， r採取法及び援本作製濠」に至るまで親切に説明されている。

各論に於ては各種に記載，解剖悶及び日本に於ける分布図が附され，近似種との異同

が論ぜられている.積の鑑定の重要な佐賀として 7ラスモ恩に於ては分技部，最終枝，

小枝の第一吹及び最終分射枝，卵器の性質等があげられるが，著者は之に更に安定した待

徴として卵胞子の性質を加えて種の同定を行っている。叉， 7ラスモダマシ屈では分技部，

結質枝，最終枝の終端細胞，雄器の柄の佐賀等が分類の基準とされている。夏にシャジク

モ嵐では皮暦li.ぴ撃の赫細胞の宥無及びその形態，託業冠，小奮及び省，性器，卵胞子の

性質等に分類の基準が置かれている。

之等の佐賀に基づいて著者は多〈の新種等を愛表されて来たが，本箸に於ては夏に 4

新種i，4新錘種， 3新産種， 3新産鍵積を加え 7ラスモ嵐 NiteU，α47穏i， 7 ラスモダマ

シ属 Tolypella1種，シャジクモ嵐仰αrα8積合計56種を記載しているa

理署末には術語の解説があり，種の解剖悶，主主似.種との比較等と相倹って容易に種を知

る事の出来るのは本舎の緯色であろう。(金津大拳量産行，丸善株式舎社護費， 1，000園)
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本論文は著者が 1927年以来研究して来たものの結果でおり，緒言，研究史，新分類系，
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